
 



 

 

 

  



～講評～ 

出題形式は昨年度と同じで大問 1 が小問集合、大問 2 が理論化学、大問 3 が有機化学からの出題であった。 

 

大問 1 はいずれも典型的な問題で、ここは確実に得点したい。 

大問 2 は化学平衡に関する問題で、グラフを書く問題も 2 問含まれていた。 

大問 3 は藍染めを題材にした有機化学の総合問題。（1）のアミロペクチンの枝分かれの問題は 2012 年度にも出

題されているが、今年度は重合度が小さく、分岐部と非還元末端の個数が異なる問題であった。 

 

難易度は例年並みで、ボーダーは大問 1 と 2 で 8 割、大問 3 で 6 割程度得点し、全体で 7 割前後になると思われ

る。 

 

 


